
 理事会報告書                                       

１．概要 

 令和 3年度 拡大理事会  

日 時 令和 3年 8月 6日  19:00～21:30 

場 所 リモート 

出席者 

理事大山盛樹、井手伸二、山下潤一郎、小泉徹児、小無田彰仁、重松康志、浦川純二、 

志岐浩二、小柳 傑、笹原順哉、飯野朋彦、池田章子 

監事平野英三、柿田謙三 

書記大月雅之、狩浦圭介 

事務局坂井孝行（総務部部長）、長谷川隆史（庶務部部長）、野原 尉（庶務部副部長） 
その他平野康二（長崎地区部長）、尾崎武正（西彼・西海地区部長）、村上和彦（県北地区部長）、 
   秀嶋敏和（諫早地区部長）、山下 均（大村・東彼地区部長）、小嶋晃生（島原地区部長）、 
   石本 誠（壱岐地区部長）、吉見 晃（対馬地区部長）、川口敬吾（上五島地区部長代理）、 
   木場宗也（下五島地区部長）、岡 一（規約審議委員会委員長） 

２．理事会議題と決定事項 

（１）報告事項 
 １）『令和 3年度NPTA重点事業』について 

コロナ禍であるが、こちらから提案することで事業が出来ないか模索する。会員のメリットを意識し
た公益目的事業、相互扶助事業を展開する。臨床実習指導者養成講習会はオンライン研修導入の可能
性が出たが、Web システムの使い方等でハードルが高い。こちらが勉強する必要がある。災害リハ、
ハラスメント研修会も大事。次年度から新生涯学習システムへ移行予定。会員のメリットとして関心
が深まるよう進めていきたい。九州理学療法士学術大会を円滑に行いたい。相互扶助事業は我々会員
のための事業でもあり、傷害保険、日本理学療法士協会の損害賠償保険も会員のメリット。法人事業
では新しい規程集を作成したので周知する。また、本会は2022年3月に設立50周年を迎える。式典、
祝賀会を執り行うよう鋭意準備中。令和 2 年度の会費納入者は令和 3 年度に限り会費を減免する。コ
ロナ病棟に関わる支援を行っている会員には会長、役員共々敬意を表している。5 月 30 日開催の定時
総会では、会員に関わるコロナの影響の把握やハラスメントに関わる分かりやすい窓口の創設、定款
を改定する理由や書面化などを要望する声があった。重点事業について、臨床実習指導者養成講習
会、災害リハビリテーション、ハラスメントへの取り組みの 3 つを挙げている。それ以外にも、規約
整備、ICT やサテライトを利用した研修体制と情報網の充実、感染対策と教育、九州学会も力を入れ
たい。次年度の第 26 回参議院選挙に関して、小川先生が自民党公認となっている。衆院総選挙はその
シミュレーションになる。重点 3 事業について、厚労省指定臨床実習指導者講習会は現在まで開催予
定が 8回のところ 5回行い 3回中止。292名を養成し、目標の半分程度。受講者が病院に多く、クリニ
ックに少ない。今年度は 2 回 Web 開催予定とする。災害リハについて、県の老人福祉計画、介護保険
事業計画で介護予防、健康づくりの推進や地域包括ケアシステムの構築に関わる。地域ケア会議に参
加し、政策につながるような提言をすることが大事。また、フレイル対策を踏まえた高齢者の保険事
業と介護予防の一体化推進について市町の取り組みを支援する。今年度、2 つ事業が進行中で、休眠預
金を使った弱者に対しての災害時の対応ということで 1000 万円の予算を頂いた。そこにコンソーシア
ムとして JRAT と長崎県理学療法士協会が手を携えて避難所での訓練やマニュアル作りに関与してい
る。今年度は連絡網づくりと災害時の対応含め組織化を進めたい。ハラスメント研修会について、今
年度から労働環境委員会が担当。小泉弁護士に講演依頼し承諾を頂いた。12月 4日か 11日で検討中。 

２）令和 3年度地区活動 進捗報告について 
（長崎地区）上半期は春の健康まつりが中止。下半期の秋の健康まつりも現在まで依頼なし。地区研
修会を西彼・西海地区と合同でやる予定。長崎市の歯科保健医療推進事業での食べるを繋ぐ研修会が
毎月 1 回開催。PT 協会は 10 月に担当の予定。地区連絡網は 9、10 月には各施設に文書を出すよう、
メーリングリスト作成に向けて準備中。 
（西彼・西海地区）上半期は事業なし。下半期は長崎との合同研修会を企画。地区連絡網について、
もともと運用している施設代表者のメーリングリストを新しいリストと照合し、追加、修正予定。 
（県北地区）上半期はソフトボールも中止とし、事業なし。下半期は10月の九州学術大会の準備中。。
連絡網について、70施設中 60施設程度はメーリングリストあり。会員名簿と照合し、新しく作成した
い。 

   （諫早地区）上半期事業なし。下半期は大村・東彼地区と一緒に研修会を開催予定。連絡網はメーリ
ングリストとワードの連絡網の 2つを作成している。 

   （大村・東彼地区）上半期は地区運営会議を 1 回開催。施設代表者と研修会の内容や情報共有につい
てアンケートを作成、実施した。34施設中 24施設から回収し、それを元に下半期の研修会等の検討。 
（島原地区）上半期事業なし。下半期も健康福祉まつりは中止の可能性が高い。連絡網については、
LINEのグループを通じて各施設の代表者約 30人に入っていただいている。 
（壱岐地区）壱岐地区は福岡にまん延防止が出ている間は小規模集会も中止要請あり。オンライン研
修が唯一可能。知識のある若いスタッフにも協力いただき、下半期計画を検討なか。連絡網は 3 つの



病院と 4つの介護施設があり、代表者の LINEグループを作成済み。 
（対馬地区）上半期事業はなし。下半期も合同研修会も目処が立たず、各会員の意見をまとめて検
討。連絡網について、2病院と 2施設で主メンバーのライン把握ができている。 
（上五島地区）上半期活動はなし。下半期も今のところ目処立たない。サテライト等要請あれば対
応。地区連絡網は 3施設 12名という構成。連絡の手段はそれぞれある状況。 
（下五島地区）上半期事業は特にない。下半期も現段階で計画はなく、サテライト等要請あれば対応
したい。地区連絡網は昨年ほぼ出来上がっている。12 施設中 10施設が LINE、2施設は LINE なくメ
ールでのやり取りをする形。 
地区での研修の独自開催が難しいことがある。オンラインのメリットを活かし、企画したものを事務
局も共有し、会員に発信、周知することも検討したい。 

３）『協会と憲法に関する意見』について 
   退会者が少し増えており、その理由として「メリットがない」という意見が多い。本会は任意団体か

ら始まり、現在は法人となっている。基本に立ち戻ると、国家資格の意味、我々は医療職であり、福
祉職であるという憲法にたどり着くと思う。ただ、メリットがないと言う人の思いや、話を密に聞く
ことも必要だろう。これを機に法人とは何か、皆で考え、会がいい方向に進んでほしいとの思いを三
人の監事より文書にまとめて頂いた。自分の生活のための理学療法士でなく、公的な仕事、引いては
憲法のことが考えられる理学療法士に育ってほしい。 

４）『九州学会 inSASEBO進捗報告と学会参加依頼』について 
九州初のフルリモートという事で、座長向けの説明やシミュレーションを行う。マニュアルや動画を
見ていただき、疑問に答えたい。参加は本日の時点で 100 名。長崎 37 名、福岡 30 名、他少数。九州
外から 8名。目標は長崎から 500名、その他から 1000名。今後地区の先生にはご協力いただきながら
参加の促しをしていただきたい。学会ポスターもホームページに掲載。オンデマンド配信も予定。県
民公開講座も東京オリ・パラに参加されている小林先生が講師。そちらの参加呼びかけをお願いした
い。 

（２）その他報告事項 
 １）高齢者の保健事業と介護予防等の一体的実施事業について 

県は高齢者の保険事業と介護予防の一体的実施を推進している。国保の持っている情報を分析して、
高齢者の疾患の特徴や、検診を通して専門職のアドバイスを享受するというところからスタートし
て、市町の行う保健事業と介護予防を含む一体的実施に理学療法士が関わるというもの。本会もこの
事業に専門職として協力したい申し出をしていたところ、今年度から、疫学分析後の保険事業アドバ
イザー派遣事業や骨折予防対策への取り組みなどに関わることになった。事業の中身について、骨折
予防対策のうち、県民向け普及啓発と骨粗鬆症検診後の運動指導を委託される。今年度は島原、南島
原、平戸、松浦 4 つの自治体が手を挙げている。市町の要望に応えて理学療法士協会が人材を派遣す
るスタイル。広域支援センターと連携し行いたい。派遣に合わせて資料やポスターなども必要になる
と思うので、専門的な知識、技術を積極投入していきたい。 

 ２）リモート会議の予約方法と会議費精算について 
資料をもとに会議予約、会議費精算をお願いしたい。精算については、会議のログとリモート会議報
告書をセットで財務部に送付いただきたい。 

 ３）地区別会員名簿について（自宅会員の扱い） 
全休会者が 185 名、女性が 59.5％。出産や育児などの理由が 31％。会費負担、研修会、入会のメリッ
トなどが合わせて 30％でここに着手する必要あり。事務局でもホームページ閲覧のパスワード設定を
実施。会員名簿については、詳細部分の相違点あるので、地区の方であらためて確認、報告をいただ
きたい。施設代表者が変わったところは権限の移行が必要。また、メールアドレスがない代表者もい
るのでそちらも精査し、ご連絡いただきたい。自宅会員は在会者だが、施設所属の記載が無いもの、
未入力の方もいるが、意図的に未登録にしている人もいる。名簿上は自宅会員だが、施設に所属して
いることの確認がとれれば、事務局までご一報頂きたい。 

 ４）地区予算の執行状況（確認と報告について） 
予算執行状況だが、コロナ禍の影響で事業実施が困難な状況にある。地区での健康まつり関係、啓発
事業として予算を取っているが、中止になっていることが多い。しかしながら事業実施に向けて行っ
た会議費用は精算をお願いする。研修会関連では、事業予算を立てているので、長崎地区・西彼西海
地区合同での研修会開催の場合も、そこから使っていただきたい。また、会議などかかった費用は年
度末にすべて精算いただきたい。 

- 


